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１．企業概要と特徴について
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●企業概要／グループ体制図

社名 株式会社SJホールディングス

設立年月日 1989年7月14日

代表者 代表取締役会長 兼 社長 李 堅

事業内容 情報サービス（主としてシステム開発）

を提供する子会社の管理運営

資本金 10億23百万円

売上高 352 億41百万円

発行済株式数 497,479.45株

従業員数（連結） 2,822名

上場取引所 株式会社ジャスダック証券取引所

証券コード 2315

※ 売上高は2007年３月31日現在のものであり、資本金、発行済株式数、従業員数は、

2007年９月30日現在のものであります

株式会社SJホールディングス（SJHD）
（SJグループ・情報サービス事業の管理運営）

株式会社サン・ジャパン（SJ）
（システム開発事業・ソフトウェア製品事業

・情報関連商品事業）

株式会社SJアルピーヌ（SJA）
（システム開発事業）

聯迪恒星（南京）信息系統有限公司（LDNS）
（システム開発事業・ソフトウェア製品事業

・情報関連商品事業）

安徽科大恒星電子商務技術有限公司（EBT）
（システム開発事業・ソフトウェア製品事業

・情報関連商品事業）

福建聯迪商用設備有限公司（LDCE）
（金融関連商品事業）

（日本）

（中国）

※ 本体制図は、当社及び主要な事業会社等について簡明に記載したものであります

聯迪恒星電子科技（上海）有限公司（ LDSH）
（システム開発・子会社の管理運営 ）

聯迪恒星（北京）信息系統有限公司（LDBS）
（システム開発を中心とした情報サービス業 ）
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●事業内容① 強み

ＳＪグループ独自の日中シームレスな事業スタイルＳＪグループ独自の日中シームレスな事業スタイル

中国：高成長する巨大市場中国：高成長する巨大市場

コンピュータサイエンスに通じた中国国費
留学生による創業・設立

コンピュータサイエンスに通じた中国国費
留学生による創業・設立

高品質が要求される競争の激しい日本市
場でのビジネス実績（1989～）

高品質が要求される競争の激しい日本市
場でのビジネス実績（1989～）

ハイレベルな技術をもつ日中のバイリンガ
ル人材の存在

ハイレベルな技術をもつ日中のバイリンガ
ル人材の存在

15年を越える豊富な実績を有する日中に

またがる独自のシステム「分散開発体制」

15年を越える豊富な実績を有する日中に

またがる独自のシステム「分散開発体制」

高い競争力

高い利益率

高品質かつ高技術なITサービ
スが提供可能

トータルコストの優位性を確保

今後も大きな成長余地が存在

日本と同レベルの収益拠点に
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• 成熟度の高いビッグマーケット

• ハイレベルな技術を持つ企業群の極端な
集中による激しい競争

• 顧客からのハイエンドで高度な品質要求

• 中国の質の高いＩＴエンジニアとの協業に
よる高いコストメリット

日本市場中国市場

• 急成長を続けるメガマーケット

• 質の高いITエンジニアの宝庫

• 日本で培った製品／技術／品質ノウハウ
をテコにした事業展開

• 大学等、信頼できる現地パートナーとの独
自の協力体制

プラスの相乗効果

●事業内容② ビジネスモデルイメージ

主要な日系主要な日系SIerSIer
システム開発

（規模の利益にメインフォーカス）

中国で増大する日本企業中国で増大する日本企業

SI サービス

エンドユーザーエンドユーザー

SI サービス

主要な日本の主要な日本のSIerSIer
システム開発
（ハイエンドシステムの供給）

金融、通信等、収益性の高い
分野での作業支援型開発

政府プロジェクト

中国での成長市場中国での成長市場

電気通信

電力 B to C コマース 等

金融

ソーシングサービス

ＳＪグループ独自の日中を横断する事業スタイルにより、継続的な高成長、高利益を実現
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●成長の軌跡と今後の展望

ステージⅠ：ユニークな日中ソフト分散開発ベンダ

イベント ●会社設立

ステージⅡ：ユニークな日中シームレス事業展開ベンダ
（分散開発ビジネス＋中国現地ビジネス）

ステージⅢ：中国トップクラスのITサービス企業

●中国子会社設立

●ジャスダック市場上場

●中国現地ＳＩビジネス参入

●㈱ＴＣＣと経営統合

●㈱アイビートと経営統合／純粋持株会社化

●中国子会社の香港市場上場

●北京オリンピック開催

300億円

売
上
軸

時間軸05年90年1989年 2000年

450億円

150億円

03年 04年 06年 07年 08年 2010年～ ～
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２．業績の推移について
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●売上・営業利益推移 【連結】

【
売
上
高
数
値
軸
】

【
営
業
利
益
数
値
軸
】

単位：百万円売上高 営業利益
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●各種指標 【連結】

売 上 高 営 業 利 益 率売 上 高 営 業 利 益 率 ( % )( % )

一株当たり当期純利益一株当たり当期純利益 ((円円))

自 己資本比率自 己資本比率 ( % )( % )

Ｒ Ｏ ＥＲ Ｏ Ｅ ( % )( % )

20062006年年

6.8

2,741

42.0

14.7

※ １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しています。また、株式分割の影響は考慮しておりません。
2004年は連結調整勘定（のれん代）の一括償却を実施したことにより、当期純損失となっています。

20022002年年 20032003年年 20042004年年

14.8

20052005年年

13.1 10.5 8.4

14,380 5,911 △8,243 1,945

77.2 69.2 58.0 35.9

15.3 16.9 △12.6 12.5

20020077年年

（予定）（予定）

10.2

3,410

-

-
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●【参考】2007年度中間実績 （予想比／前年比）【連結】

単位：百万円

※ 当社は純粋持株会社であり、連結ベースでの経営管理を行っております。

売 上 高売 上 高

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

中 間中 間 純 利 益純 利 益

11,934 100.0%

数 値数 値 構 成 比構 成 比

20020077年年度中間期度中間期

897 7.5%

938 7.8%

515 4.3%

期 初 計 画期 初 計 画
達 成 率達 成 率

97.4%

98.5%

110.0%

95.8%

前 年 比前 年 比

75.7%

111.3%

113.7%

118.1%
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３．今後の事業展開について
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●中期経営計画①

１．基本方針１．基本方針

前中期経営計画に基づき実現した、急速な事業拡大、利益前中期経営計画に基づき実現した、急速な事業拡大、利益

成長に立脚しつつ、グループ全体の成長を目指した事業構成長に立脚しつつ、グループ全体の成長を目指した事業構

造の再構築を推進し、今後のさらなる飛躍を実現可能とす造の再構築を推進し、今後のさらなる飛躍を実現可能とす

る体制整備をおこなう。る体制整備をおこなう。

日本で培ったＩＴビジネスノウハウを基に、中国市場を中日本で培ったＩＴビジネスノウハウを基に、中国市場を中

心としたアジア諸国におけるビジネス拡大に注力すること心としたアジア諸国におけるビジネス拡大に注力すること

で、継続的高成長、高利益率を維持する。で、継続的高成長、高利益率を維持する。

※ 計画期間：2007年度から2010年度まで



13Copyright © 2007 SJ Holdings Inc.

●中期経営計画②

２２．業績目標．業績目標

低利益率またはシナジー効果の薄いビジネスから撤退し、利益重視にフォーカス。
既存事業の着実な成長とＩＴ分野における新規事業領域の開拓により、2008年度
以降、再び高成長路線を軌道に乗せる。
中国関連ビジネスに注力し、連結での中国の売上比率を高める。

これらの数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成しており、 実際の業績は、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。※

単位：百万円

【
売
上
高
数
値
軸
】

【
経
常
利
益
数
値
軸
】

売上高（日本） 売上高（中国） 経常利益

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

2006年（実績） 2007年 2008年 2009年 2010年
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

29,179

6,062

9,210

20,114

2,371

2,872

20,000

32,000

5,500
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●中期経営計画③

３３．事業目標．事業目標

国内部門

ＳＪグループがリードする日中「分散開発モデル」の継続的拡大ＳＪグループがリードする日中「分散開発モデル」の継続的拡大

継続的需要が期待されるＳＩﾍﾞﾝﾀﾞへのＩＴ技術ｻｰﾋﾞｽの提供による安定的成長継続的需要が期待されるＳＩﾍﾞﾝﾀﾞへのＩＴ技術ｻｰﾋﾞｽの提供による安定的成長

コンサルティング、パッケージビジネス、ソリューションビジネス等の立ち上げコンサルティング、パッケージビジネス、ソリューションビジネス等の立ち上げ

ＳＪグループの特徴を活かした中国ソーシングサービスＳＪグループの特徴を活かした中国ソーシングサービス への進出への進出

海外部門

高収益を創出する日本向けシステム開発の継続的成長高収益を創出する日本向けシステム開発の継続的成長

中国における高成長分野（通信、電力、公共、金融）向けＳＩビジネスの本格化中国における高成長分野（通信、電力、公共、金融）向けＳＩビジネスの本格化

ＡＴＭ、ＰＯＳレジ、税収端末に加え、新たなＩＴ機器製造販売ビジネスの集中的事業展開ＡＴＭ、ＰＯＳレジ、税収端末に加え、新たなＩＴ機器製造販売ビジネスの集中的事業展開

中国における日系企業向けソーシングサービスへの進出中国における日系企業向けソーシングサービスへの進出
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●中期経営計画④

４．日本における事業発展のシナリオイメージ４．日本における事業発展のシナリオイメージ

ＳＩｻｰﾋﾞｽ分野「第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ」のﾄｯﾌﾟを目指し、既存事業を堅持しつつ、新規事業・分野に参入

：既存事業

～2006年 ～2010年

売
上
高
／
利
益
軸

時間軸

：新規開拓事業

インフラ構築ビジネス

ハード販売・サポート

大手ＳＩベンダーの
役務型システム開発

日中での「分散開発」
(業務ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ、組込型)

×(中止)

中国内日系企業向け
ソーシングサービス
(ERP導入・運用ｻﾎﾟｰﾄ、
ｲﾝﾌﾗ構築、ｴﾝｼﾞﾆｱ・ｵﾍﾟ
ﾚｰﾀ派遣、BPO 等)

コンサルティング／
ＥＲＰ／ソリューショ
ン・ビジネス等

「分散開発」の適用拡大

受託規模の大型化

重点顧客の明確化

次世代オフショア提供

新規事業／新
規分野の開拓

既存事業の
発展的継続

中国内日系企業向け
ソーシングサービス
(ERP導入・運用ｻﾎﾟｰﾄ、
ｲﾝﾌﾗ構築、ｴﾝｼﾞﾆｱ・ｵﾍﾟ
ﾚｰﾀ派遣、BPO 等)

コンサルティング／
ＥＲＰ／ソリューショ
ン・ビジネス等

「分散開発」の適用拡大

受託規模の大型化

重点顧客の明確化

次世代オフショア提供

新規事業／新
規分野の開拓

既存事業の
発展的継続
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●中期経営計画⑤

５５．中国における事業発展のシナリオイメージ．中国における事業発展のシナリオイメージ

ＩＴ関連事業分野のﾄｯﾌﾟを目指し、経営規模を拡大しつつ、経済成長のﾋﾞｼﾞﾈｽﾁｬﾝｽをつかむ

：既存事業

～2006年 ～2010年

売
上
高
／
利
益
軸

時間軸

：新規開拓事業

ネット広告、媒体広告

日本向けシステム開発
(組込型開発含む)

中国向けＳＩサービス
(通信、電力、政府等)

ＥＣ、流通、パッケージ
の販売・運営サービス

ATM、POSﾚｼﾞ、税収端
末の製造・販売ｻｰﾋﾞｽ

金融機関向けIT機器の
取扱増加

金融機関向けＳＩサービ
スの本格化

新規事業／新
規分野の開拓

既存事業の
発展的継続

中国内日系企業向け
ソーシングサービス
(ERP導入・運用ｻﾎﾟｰﾄ、ｲ
ﾝﾌﾗ構築、派遣、BPO 等)

中国・ｱｼﾞｱにおける有
望ＩＴ系企業との提携

次世代オフショア展開
(日本向け・海外向けのシ
ステム開発)

金融機関向けIT機器の
取扱増加

金融機関向けＳＩサービ
スの本格化

新規事業／新
規分野の開拓

既存事業の
発展的継続

中国内日系企業向け
ソーシングサービス
(ERP導入・運用ｻﾎﾟｰﾄ、ｲ
ﾝﾌﾗ構築、派遣、BPO 等)

中国・ｱｼﾞｱにおける有
望ＩＴ系企業との提携

次世代オフショア展開
(日本向け・海外向けのシ
ステム開発)

×(中止)

×(中止)
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４．株主への還元策について
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◎◎利益配当金について利益配当金について

●株主還元方針

利益還元は、継続的かつ安定的に実施する方針

成長の為の内部留保を念頭に置きつつ、積極的に株主還元を行う所存

◎一株当り配当金の実績と予定

一一株当り配当金株当り配当金

20052005年実績年実績

500 500 円円

20062006年年実績実績 20072007年予定年予定

800 800 円円 900 900 円円

2007年の一株当たり配当金については、株主各位の日頃のご支援にお報いすべく、前年度実績から100
円増額し、第19期定時株主総会にてご提案申し上げる予定であります。
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●今後の見通し等の記載に関するご注意

本資料の記載事項は、発表日現在において入
手可能な情報に基づき作成しております。
今後の業績につきましては、様々な要因によっ
て予想数値と異なる可能性がありますので、あ
らかじめご承知おきください。
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【参考情報】
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●経営理念／経営方針／ロゴマーク

世界へ向かって、大空を羽ばたくＩＴ企業。
鳥のようにも、太陽のようにも見えるデザインで「成長」「ボーダレス」「躍進」
をイメージしています。
同時にデザインは国籍のニュアンスがない世界感を表現しています。

経営理念経営理念

ＳＪグループは、社員一人ひとりの個性を尊重し、技術・経験等のあ

らゆる英知を結集して、お客様に満足度の高いサービスを提供するこ

とにより、人々の豊かな生活の実現に貢献します。

経営方針経営方針

顧客のコアビジネスにおける課題解決に尽力することで、真に信頼・

安心いただける良き企業市民を目指します。。



22Copyright © 2007 SJ Holdings Inc.

●役員紹介

代表取締役会長兼社長

肩肩 書書

北京大学入学 。
1981年、国費留学生として来日。

電気通信大学にて学士号及び修士号取得。東京大学の博士課程中退。
1990年４月、SJホールディングス（旧サン・ジャパン）に入社。

名名 前前 略略 歴歴

李 堅

取締役副社長 中国科学技術大学入学。
1981年、国費留学生として来日。

京都大学にて学士号及び修士号取得、博士課程修了。
1990年６月、SJホールディングス（旧サン・ジャパン）に入社。

琴井 啓文

常務取締役 中国科学技術大学卒業。
株式会社ティー・エス・ディーにて勤務。
1990年４月、SJホールディングス（旧サン・ジャパン）に入社。

周 誠

取締役 経営・管理本部長 木村 裕

取締役相談役（非常勤） 辻川 幸二

取締役（非常勤） 高瀬 美佳子

取締役（非常勤） 平田 昇

取締役（非常勤） 實川 勝夫

取締役（非常勤） 齋藤 潔

監査役 牧田 啓

監査役（非常勤） 増田 輝夫

監査役（非常勤） 宮本 進

監査役（非常勤） 渡邉 許隆

元 株式会社SJホールディングス会長。

元 株式会社電通国際情報サービス 常務取締役。

元 KPMGユーロセンター社員（英国MBA取得）

元 エヌ･ティ･ティ・データ通信株式会社 取締役。

元 株式会社SJアルピーヌ取締役会長。

エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社 部長（社外取締役）。
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●ホームページ紹介

ＳＪホールディングスのホームページでは、株主・投資家の方々をはじめ、広く皆様にご
利用いただけるよう、「正確」かつ「タイムリー」で「わかりやすい」情報開示を心がけ、情
報発信をおこなっています。

URL ： http://www.sjholdings.co.jp

ＳＪホールディングス 検検 索索


